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論

文

呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
Ｂ
に
つ
い
て

黒

田

彰

一

平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
九
月
末
、
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
を
訪
れ
、

新
出
の
北
魏
時
代
の
孝
子
伝
図
石
床
二
点
を
目
賭
し
た
。
呉
強
華
理
事
長
の
好
意

に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
二
点
の
内
、
董
黯
石
床
と
名
付
け
る
一
点
（
囲
屛
四
枚
に

前
脚
、
後
脚
を
伴
う
）
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
董
黯
図

（
二
）
｜
呉
氏
蔵
董
黯

石
床
の
出
現
｜
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
102
）
に
お
い
て
、
孝
子
伝
図
（
董

黯
図
）

を
中
心
と
す
る
囲
屛
の
全
画
象
を
既
に
紹
介
、
報
告
し
た１

）

。
小
稿
は
、

そ
の
折
の
二
点
の
内
の
、
残
る
一
点
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

も
う
一
点
の
石
床
遺
品
は
、
囲
屛
四
枚
に
石
闕
（
左
右
２
）、
前
脚
を
具
え
る
、

小
稿
は
、
今
般
新
た
に
出
現
し
た
、
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
蔵
北
魏
石

床
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
石
床
は
、
同
理
事
長
呉
強
華
氏

に
よ
る
苦
心
の
蒐
集
に
掛
る
、
石
棺
床
囲
屛
四
枚
と
脚
部
（
前
脚
、
後
脚
）

か
ら
成
る
も
の
で
、
左
右
の
側
板
二
枚
に
三
図
ず
つ
、
計
六
図
の
孝
子
伝
図

が
描
か
れ
る
、
貴
重
な
遺
品
で
あ
る
。
そ
の
左
側
板
三
図
が
全
て
、
陽
明
本

孝
子
伝
37
董
黯
条
に
基
づ
く
、
董
黯
の
図
像
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
所

か
ら
、
本
石
床
を
、
董
黯
石
床
Ｂ
と
仮
称
す
る
。
Ｂ
は
、
も
う
一
点
の
呉
氏

蔵
董
黯
石
床
（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
102
に
紹
介
し
た
）
に
対
し
て
い

る
。
小
稿
は
、
そ
の
囲
屛
の
全
貌
を
、
世
界
に
先
駆
け
紹
介
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
そ
の
写
真
の
提
供
な
ど
、
呉
氏
の
好
意
に
負
う
。
本
遺
品
の
右
側

板
に
は
、
郭
巨
、
丁
蘭
、
董
永
の
三
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
小
稿
に
お
い
て

は
、
左
側
板
の
董
黯
図
に
加
え
、
そ
れ
ら
三
図
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
、
そ

の
図
像
的
な
特
色
を
報
告
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

孝こう
子し
伝でん

図ず
）、
深しん
圳せん
市し
金きん
石せき
芸げい
術じゅつ
博はく
物ぶつ
館かん
蔵ぞう
董とう
黯あん
石せき

床
しょう

Ｂ
、
郭かく
巨きょ
図ず
、
丁てい
蘭らん
図ず
、
董とう
永えい
図ず

〔
抄

録
〕
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北
魏
時
代
末
期
の
も
の
と
思
し
い
優
品
で２

）

（
図
一
）、
左
右
の
側
板
が
後
述
、
孝

子
伝
図
で
占
め
ら
れ
る
、
貴
重
な
学
術
資
料
で
あ
る
こ
と
は
、
言
を
俟
た
な
い
。

巻
頭
図
版
一
｜
図
版
四
は
、
図
一
の
囲
屛
部
分
四
枚
に
描
か
れ
た
図
像
を
示
し
た

も
の
だ
が
、
そ
の
内
容
を
概
念
図
と
し
て
示
せ
ば
、
図
二
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
囲
屛
四
枚
の
法
量
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

右
側
板

縦
五
七
糎
、
横
一
一
二
・
一
糎
、
厚
七
・
八
糎

正
面
右
板

五
七
・
三
、
一
一
四
・
四
、
八
・
二

正
面
左
板

五
八
、
七
五
・
三
、
八
・
八

左
側
板

五
六
・
二
、
一
一
〇
・
八
、
七
・
八

右
の
法
量
の
幅
（
横
）
を
見
る
と
、
両
側
板
及
び
、
正
面
右
板
の
三
枚
が
一
一
〇

糎
余
で
あ
る
の
に
対
し
（
図
版
一
、
図
版
二
、
図
版
四
）、
正
面
左
板
の
み
は
、

七
五
・
三
糎
と
、
著
し
く
狭
い
こ
と
が
看
て
取
れ
る
（
図
版
三
）。
そ
れ
は
、
正

面
左
板
が
一
画
面
少
な
い
た
め
で
あ
る
。
即
ち
、
本
石
床
の
囲
屛
一
枚
は
、
三
画

面
ず
つ
に
劃
さ
れ
る
筈
の
所
、
正
面
右
板
だ
け
、
二
画
面
（
牛
と
女
性
墓
主
）
に

し
か
劃
さ
れ
て
い
な
い
（
図
二
）。
従
っ
て
、
正
面
か
ら
見
た
本
石
床
の
両
端
は
、

馬
と
牛
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
内
側
に
男
性
墓
主
と
女
性
墓
主
像
が
来
て
、
中
央

は
庖

図
が
占
め
る
こ
と
に
な
る
（
図
二
）。
そ
の
た
め
、
本
石
床
は
、
正
面
右

板
の
幅
が
長
く
、
左
板
が
短
い
と
い
う
、
聊
か
変
則
的
な
形
状
を
有
し
て
い
る
が
、

同
様
の
例
は
、
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
（
呉
強
華
氏

教
示
）。

さ
て
、
本
石
床
の
両
側
板
、
各
三
画
面
に
は
、
全
て
孝
子
伝
図
が
描
か
れ
て
い

る
。
六
画
面
全
て
の
孝
子
伝
図
、
画
面
中
央
上
部
に
は
、
二
行
分
の
榜
が
配
さ
れ

て
い
る
が
、
文
字
を
読
み
取
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
ず
右
側
板
に
は
右
か
ら
５

図一 呉氏蔵董黯石床Ｂ
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郭
巨
、
９
丁
蘭
、
２
董
永
図
が
描
か
れ
る
（
数
字
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
の
目
録
番

号
）。
ま
た
、
左
側
板
に
見
え
る
の
は
、
37
董
黯
図
A
B
C
の
三
図
に
外
な
ら
な

い
。
図
三
は
、
本
石
床
の
左
側
に
描
か
れ
た
董
黯
図
A
B
C
を
示
し
た
も
の
で
あ

る３
）

。
図
三
の
董
黯
図
A
B
C
は
、
先
に
紹
介
し
た
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
に
描
か
れ
る
、

董
黯
図
A
B
C
と
全
く
同
じ
場
面
を
表
わ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
図
三

の
C
は
、
董
黯
石
床
C
と
非
常
に
深
い
関
係
を
有
し
て
い
る
。
図
四
は
、
董
黯
石

床
の
董
黯
図
C
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
図
四
は
、
⑤
黯
の
墓
参
（
大
団
円
）
を

描
い
た
も
の
で
、
図
三
C
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ス
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
の
そ

れ
と
共
に
目
下
、
三
図
し
か
伝
存
の
確
認
出
来
な
い
、
極
め
て
珍
し
い
図
像
と
な

っ
て
い
る
。
取
り
分
け
図
四
は
、

黯
）

董
黑咸
将

奇
）

王
寄
頭

祭

母
報
酬
末
時

と
い
う
題
記
が
、
北
魏
期
に
お
け
る
黯
の
墓
参
（
大
団
円
）
場
面
の
存
在
を
確
証

す
る
、
大
変
重
要
な
資
料
で
あ
る
点
、
先
に
論
じ
た
如
く
で
あ
り
、
加
え
て
、
図

三
C
は
、
図
四
と
全
く
同
じ
構
図
を
有
す
る
上
、
11
蔡
順
図
に
由
来
す
る
と
考
え

ら
れ
る
、
雷
神
の
図
（
図
四
左
上
、
図
三
C
右
上
）
ま
で
も
が
共
有
さ
れ
る
点
、

本
石
床
の
董
黯
図
は
、
董
黯
石
床
の
そ
れ
と
の
非
常
に
深
い
関
連
が
顕
著
で
あ
る

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い４

）

。
そ
こ
で
、
本
石
床
の
董
黯
図
と
董
黯
石
床
と
の
密
接

な
関
係
に
鑑
み
、
本
石
床
を
、
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
Ｂ
と
仮
称
す
る
こ
と
に
し
た
の

で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
本
石
床
の
董
黯
図
（
図
三
）
と
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
の
そ
れ

と
の
関
連
に
関
し
て
は
、
上
記
拙
稿
に
お
い
て
述
べ
た
の
で
、
そ
ち
ら
に
譲
り
、

こ
こ
で
は
、
本
石
床
の
図
像
を
紹
介
す
る
に
留
め
た
い
。
図
五
は
、
本
石
床
左
側

板
の
董
黯
図
A
B
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
両
図
に
は
、
董
黯
の
家
（
A
）、

王
奇
の
家
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
陽
明
本
孝
子
伝
37
董
黯
条
の
冒

図二 董黯石床Ｂの内容

馬男
性
墓
主

庖女
性
墓
主

牛

37董黯③

37董黯②

37董黯①

２董永

９丁蘭

５郭巨

三
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頭
に
、董

）
薫
黯
家
貧
至
孝
。
雖
与

王
奇

並
居
…
…

と
記
さ
れ
る
叙
述
を
忠
実
に
場
面
化
し
た
も
の
で
、
図
五
が
言
わ
ば
董
黯
図
の
構

図
設
定
に
お
け
る
定
型
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
、

ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
な
ど
の
董
黯
図
に
も
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
証
明
さ
れ
よ
う
。
A
の
屋
内
に
坐
す
る
の
は
、
董
黯
の
母
、
B
の
屋
内

に
坐
す
る
の
は
、
王
奇
の
母
で
あ
る
（
共
に
右
向
き
）。
黯
母
が
若
々
し
く
和
や

か
に
、
対
す
る
奇
母
が
年
老
い
て
険
し
い
表
情
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
陽
明
本

に
、

〔
黯
母
〕
年
過

七
十
、
家
又
貧
。
顔
色
怡
悦
…
…
〔
奇
母
〕
家
雖

富
食

魚
又
嗜

饌
…
…
枯
悴

図三 董黯石床Ｂ左側板（董黯)

A B C

図四 呉氏蔵董黯石床（董黯図Ｃ)

四

呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
Ｂ
に
つ
い
て
（
黒
田

彰
）



等
と
あ
る
記
述
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
A
の
黯
母
の
右
に
跪
き
、
両
手
で
食

器
を
捧
げ
る
の
は
、
董
黯
、
B
の
屋
外
に
跪
き
、
右
手
で
食
器
を
捧
げ
る
の
は
、

王
奇
で
あ
る
（
共
に
左
向
き
）。
痩
身
の
董
黯
に
対
し
（
A
）、
B
の
王
奇
が
肥
身

に
描
か
れ
る
の
は
（
腹
も
出
て
い
る
）、
王
奇
の
横
柄
な
人
格
を
表
わ
し
て
い
る
。

両
画
面
下
の
盆
器
に
盛
ら
れ
た
食
物
を
見
て
も
、
A
が
少
量
で
小
さ
く
（
盆
器
も

小
振
り
で
、
右
の
そ
れ
は
空
で
あ
る
）、
B
が
大
量
で
大
き
い
の
は
（
盆
も
大
振

り
）、
や
は
り
黯
家
が
貧
し
く
、
奇
家
の
富
ん
で
い
る
こ
と
を
表
わ
し
、
黯
家
が

仮
屋
風
で
、
奇
家
が
き
ち
ん
と
し
た
家
屋
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、

同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
図
五
の
A
B
が
董
黯
図
の
研
究
史
上
、
重
要
な
の
は
、
B

の
王
奇
の
家
に
三
牲
が
描
き
加
え
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
（
三
牲
は
、
後
揚
図

六
の
C
の
墓
前
に
見
え
る
）。
こ
の
こ
と
は
、
図
五
A
B
が
前
引
陽
明
本
孝
子
伝

冒
頭
の
叙
述
に
基
づ
く
、
貧
し
い
董
黯
の
家
と
金
持
の
王
奇
の
家
と
が
並
び
建
っ

て
い
た
と
い
う
、

①
黯
の
家
、
奇
の
家
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

を
内
容
と
す
る
、
董
黯
図
に
お
け
る
冒
頭
場
面
の
原
初
形
態
を
留
め
る
図
像
に
外

な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
る
と
、
図
五
A
B
と
全
く
同
様
の
構
図
を
有

し
な
が
ら
、
王
奇
の
家
に
三
牲
を
添
え
る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
や
ネ
ル

ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
な
ど
の
そ
れ
は
（
但
し
、
前
者
の
そ
れ

は
、
三
牲
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
）、
本
来
は
①
の
場
面
で
あ
る
筈
の
奇
の
家

に
、
三
牲
を
描
き
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
①
の
奇
の
家
の
場
面
に
、

④
三
牲
強
要

を
重
ね
合
わ
せ
、
④
の
場
面
を
も
兼
ね
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
場
面
の
数
が
厳
し
く
制
約
さ
れ
る
、
北
魏
時
代
の
孝
子
伝
図
に
お

図五 董黯図（Ａ）（Ｂ)
A B

五
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け
る
、
描
画
上
の
工
夫
と
し
て
、
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
、
例

え
ば
董
黯
図
中
の
三
牲
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
④
三
牲
強
要
の
場
面
と
し
て
独
立

的
に
描
か
れ
る
図
像
（
⑷
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
、
⑸
呉
氏
蔵

門
生
石
床
、
⑹
ヴ
ァ

ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
）
の
他
、
④
の
三
牲
は
、
本
石
床
の
C
の
如
く
、

⑤
黯
の
墓
参
（
大
円
団
）
の
場
面
（
後
掲
図
六
参
照
）
や
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵

北
魏
石
床
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
、
呉
氏
蔵
董
黯
石
床

の
如
く
、
①
奇
の
家
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
場
面
へ
と
、
自
在
に
移
動
を
繰
り
返
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
董
黯
図
研
究
史
に
お
け
る

本
石
床
の
画
期
的
な
学
術
価
値
を
示
す
も
の
と
し
て
、
今
後
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
図
六
は
、
本
石
床
の
董
黯
図
C
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
図
六
は
、
⑤
黯
の

墓
参
（
大
円
団
）
の
場
面
を
描
く
。
図
六
の
右
に
は
、
ま
ず
図
五
A
と
同
じ
仮
屋

風
の
建
物
が
描
か
れ
る
が
、
董
黯
の
喪
屋
で
あ
ろ
う
。
建
物
の
中
に
跪
く
の
が
董

黯
で
（
左
向
き
）、
董
黯
が
右
手
の
袖
を
上
げ
る
の
は
、
母
が
亡
く
な
っ
た
こ
と

へ
の
嘆
き
を
表
わ
し
て
い
る
。
画
面
左
に
描
か
れ
る
の
は
、
黯
母
の
塚
で
あ
り
、

墓
前
に
供
え
物
の
置
か
れ
る
こ
と
、
画
面
右
上
に
雷
神
の
描
き
加
え
ら
れ
る
こ
と

は
、
図
四
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
（
董
黯
図
C
）
と
全
く
同
じ
で
あ
る
（
図
四
に
は
、

一
匹
の
虎
も
見
え
る
）。
そ
の
雷
神
（
虎
）
が
11
蔡
順
図
に
由
来
し
よ
う
こ
と
は
、

先
に
触
れ
た
如
く
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
図
六
に
お
け
る
墓
前
の
供
え
物
が
三
牲

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三
牲
こ
そ
は
、
図
六
が
11
蔡
順
図
で
は
な
く
、

董
黯
図
で
あ
る
こ
と
を
示
す
明
徴
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
、
墓
前
の
供
え
物
は
、
図
四
に
見
る
如
く
本
来
、
王
奇
の
首
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
⑤
黯
の
墓
参
（
大

団
円
）
の
場
面
と
し
て
の
図
六
に
、
④
三
牲
強
要
の
三
牲
を
描
く
こ
と
は
、
間
違

い
と
言
う
べ
き
で
あ
り
、
即
ち
、
図
六
の
誤
り
と
す
べ
き
な
の
だ
が
、
そ
れ
が
必

ず
し
も
誤
り
と
の
み
断
じ
切
れ
な
い
の
は
前
述
、
董
黯
図
に
お
け
る
三
牲
と
い
う

も
の
が
、
元
来
の
④
三
牲
強
要
の
場
面
の
他
の
諸
場
面
間
を
、
移
動
さ
せ
ら
れ
得

る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
な
ど
を
含
め
、
本
石
床
の
董
黯
図
（
図

三
）
が
、
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
の
そ
れ
と
共
に
、
今
後
の
董
黯
図
研
究
に
と
っ
て
看

過
し
得
な
い
、
重
要
な
研
究
史
的
位
置
を
占
め
よ
う
こ
と
は
、
言
を
俟
つ
ま
い
。

二

董
黯
石
床
Ｂ
の
左
側
板
に
は
、
董
黯
図
A
B
C
が
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し

（
図
五
、
図
六
）、
右
側
板
の
方
に
は
、
右
か
ら
５
郭
巨
、
９
丁
蘭
、
２
董
永
と

図六 董黯図（Ｃ)

六

呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
Ｂ
に
つ
い
て
（
黒
田

彰
）



い
う
三
図
の
孝
子
伝
図
が
描
か
れ
る
。
図
七
は
、
本
石
床
右
側
板
右
の
５
郭
巨
図

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
図
の
基
と
な
っ
た
、
陽
明
本
孝
子
伝
５
郭
巨
の
本
文

を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

郭
巨

家
貧
養
母

者
、
河
内
人
也
。
時
年
荒
。
夫
妻
昼
夜
懃
作
、
以
供

養
母
。
其
婦
忽

然
生

一
男
子
。
便
共
議
言
、
今
養

此
児
、
則
廃

母
供
事
。

堀
）

仍
掘

地
埋

之
。
忽
得

金
一
釜
。々

上
題
云
、
黄
金
一
釜
、
天
賜

郭
巨
。
於

是
遂
致

富
貴
、
転

孝
蒸
々
。
賛
曰
、
孝
子
郭
巨
、
純
孝
至
真
。
夫
妻
同

心
、
殺

子
養

親
。
天
賜

黄
金
、
遂
感

明
神
。
善
哉
孝
子
、
富
貴
栄

身

郭
巨
の
物
語
は
北
魏
時
代
、
大
変
人
気
が
あ
り
、
残
さ
れ
た
郭
巨
図
の
数
も
多
い
。

目
下
、
管
見
に
入
っ
た
郭
巨
図
と
し
て
は
、
以
下
の
遺
品
十
九
点
を
上
げ
る
こ
と

が
出
来
る
。

⑴
江
蘇
徐
州
仏
山
画
象
石
墓

⑵
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画

⑶
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

⑷
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
魏
石
床

⑸
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

⑹C
.T
.L
o
o

旧
蔵
北
魏
石
床

⑺
洛
陽
古
代
芸
術
館
蔵
北
魏
石
床

⑻
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床

⑼
鄧
県
彩
色
画
象

襄
陽

家
沖
画
象

陝
西
歴
史
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶

呉
氏
蔵
北
魏
石
床

呉
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部

呉
氏
蔵

門
生
石
床

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床

安
陽
固
岸
東
魏
石
床

襄
陽
清
水
溝
Ｍ
１
南
朝
墓
画
象

襄
陽
柿
庄
Ｍ
15
南
朝
墓
画
象

呉
氏
蔵
北
魏
崑
崙
石
床

上
記
十
九
点
の
郭
巨
図
の
内
、
近
時
に
お
け
る
郭
巨
図
の
研
究
の
急
速
な
進
展
を

齎
し
た
の
は
、

以
下
の
呉
氏
蔵
遺
品
を
中
心
と
す
る
、
八
点
の
図
像
で
あ
る
。

特
に

呉
氏
蔵
北
魏
石
床
こ
そ
は
、
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
三
月
に
、
私

が
呉
氏
と
出
会
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
思
い
出
深
い
も
の
で
、

は
ま
た
、
北

図七 郭巨図
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魏
期
の
孝
子
伝
図
に
お
け
る
、
陽
明
本
孝
子
伝
本
文
の
直
接
的
引
用
と
い
う
も
の

を
、
始
め
て
確
認
し
得
る
、
学
術
的
価
値
に
富
ん
だ
遺
品
で
あ
る５

）

（
拙
稿
「
呉
強

華
氏
蔵
新
出
北
魏
石
床
に
つ
い
て
｜
陽
明
本
孝
子
伝
の
引
用
｜
」
『
京
都
語
文
』

24
所
収

参
照
）。
さ
ら
に
貴
重
な
の
が
、

呉
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
で
、
石
床

脚
部
に
孝
子
伝
図
の
見
出
だ
さ
れ
た
、
始
め
て
の
例
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
そ
の

孝
子
伝
図
は
、
全
て
が
郭
巨
の
図
像
で
占
め
ら
れ
、
場
面
の
総
数
は
、
何
と
六
場

面
に
も
及
ん
で
い
た
。

は
ま
た
、
三
角
形
の
山
型
の
区
切
り
な
ど
、
四
（
三
）

場
面
を
有
す
る
、
⑵
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
の
そ
れ
と
も
、
深
い
関
連
を
有
す

る
が
（
⑷
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
の
そ
れ
も
三
連
図
）、
そ
の

六
つ
の
場
面
と
は
、
左
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る６

）

（
拙
稿
「
郭
巨
図

｜
呉
強
華
氏

蔵
北
魏
石
床
脚
部
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
」
『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
98
所

収

参
照
）。

①
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

②
道
行

③
穴
掘
り
、
黄
金

④
運
搬

⑤
供
養
（
大
団
円
１
）

⑥
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）

上
記
⑴
｜

の
郭
巨
図
遺
品
は
、
そ
の
①
｜
⑥
の
い
ず
れ
か
の
場
面
を
有
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
本
石
床
の
郭
巨
図
図
七
は
、
③
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
。
図
七
左
下
に
、
合
掌
し
て
胡
坐
す
る
の
は
、
郭
巨
の
子
供
で
あ
る

（
右
向
き
）。
そ
の
右
に
立
つ
の
が
郭
巨
及
び
、
妻
で
あ
る
（
共
に
左
向
き
）。
郭

巨
は
、
両
手
に
すき

を
握
り
（
右
手
の
袖
を
捲まく
り
上
げ
る
）、
右
足
を

に
掛
け
て

い
る
。

の
右
下
に
は
、
黄
金
の
釜
が
見
え
る
。
郭
巨
の
妻
が
右
手
に
団
扇
を
持

っ
て
、
そ
れ
を
顔
の
左
へ
掲
げ
る
の
は
、
子
供
の
生
き
埋
め
を
見
ま
い
と
す
る
仕

草
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
、
黄
金
の
釜
が
出
現
し
た
こ
と
で
、
隠
し
た
顔
を
披
い

た
所
か
も
し
れ
な
い
。
図
七
に
描
か
れ
た
、
③
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
は
、
郭
巨

図
の
代
表
と
す
べ
き
も
の
で
、
殆
ど
の
遺
品
に
含
ま
れ
る
画
象
だ
が
、
図
七
同
様
、

③
穴
掘
り
、
黄
金
の
み
を
郭
巨
図
の
画
象
と
す
る
も
の
に
、
⑴
、
⑺
、
⑻
、
⑼
、

、

、

な
ど
が
あ
る
。
上
記
十
九
例
の
郭
巨
図
遺
品
の
内
、

呉
氏
蔵
北
魏

石
床
以
下
の
八
例
の
図
像
が
、
比
較
的
近
時
に
出
現
を
見
た
郭
巨
図
で
あ
る
。
中

で
、

ま
た
、

呉
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
の
そ
れ
は
、
既
述
の
二
拙
稿
に
紹
介
し

た
外
、

以
下
の
諸
図
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年

門
生
石

床
に
つ
い
て
｜

門
生
石
床
の
孝
子
伝
図
｜
」
三
、
四
章
に
お
い
て７

）

、

呉
氏
蔵

門
生
石
床

図
九

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床

図
十

安
陽
固
岸
東
魏
石
床

図
十
四

襄
陽
清
水
溝
Ｍ
１
南
朝
墓
画
象

図
十
一
２

襄
陽
柿
庄
Ｍ
15
南
朝
墓
画
象

図
十
一
３

呉
氏
蔵
北
魏
崑
崙
石
床

図
十
八

等
と
し
て
掲
出
し
て
お
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
参
照
を
乞
い
た
い
。

図
八
は
、
本
石
床
右
側
板
の
中
央
に
描
か
れ
た
、
９
丁
蘭
図
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
本
図
の
基
と
な
っ
た
陽
明
本
孝
子
伝
９
丁
蘭
条
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の

通
り
で
あ
る
。

河
内
人
丁
蘭
者
至
孝
也
。
幼ａ

失

母
、
年
至

十
五
、
思
慕
不

已
。
乃
剋

木

為

母
、
而
供

養
之

如

事

生
母

不

異
。
蘭
婦
不
孝
、
以

火
焼

木
母

八

呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
Ｂ
に
つ
い
て
（
黒
田

彰
）



面
。
蘭
即
夜
夢
語

木
母
。
言
、
汝
婦
焼

吾
面
。
蘭
乃
笞

治
其
婦
、
然
後

遣

之
。
有ｂ

隣
人
借

斧
。
蘭
即
啓

木
母
。々

顔
色
不

悦
。
便
不

借

之
。

隣
人
瞋
恨
而
去
。
伺

蘭
不
在
、
以

刀

木
母
一
臂
。
流
血
満

地
。
蘭
還

見

之
、
悲
号
叫
慟
、
即
往
斬

隣
人
頭

以
祭

母
。
官
不

問

罪
、
加

禄

位
其
身
。
賛
曰
、
丁
蘭
至
孝
、
少
喪

亡
親
。
追
慕

及
、
立

木
母
人
。

朝
夕
供
養
、
過

於

生
親
）

事

親
。
身
没
名
在
、
万
世
惟
真

丁
蘭
図
も
漢
代
以
来
、
非
常
に
人
気
の
あ
っ
た
孝
子
伝
図
の
一
つ
で
、
本
図
（
図

八
）
を
除
き
、
こ
れ
ま
で
管
見
に
入
っ
た
丁
蘭
図
と
し
て
は
、
以
下
の
十
九
図
が

上
げ
ら
れ
る
。

⑴
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
（
武
梁
祠
）

⑵

同

（
前
石
室
13
石
）

⑶

同

（
左
石
室
８
石
）

⑷
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓

⑸
孝
堂
山
下
後
漢
小
石
室
画
象
石

⑹
開
封
白
沙
鎮
出
土
後
漢
画
象
石

⑺
後
漢
楽
浪
彩
篋

⑻
泰
安
大

口
後
漢
画
象
石

⑼
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
魏
石
床

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室

C
.T
.L
o
o

旧
蔵
北
魏
石
床

洛
陽
古
代
芸
術
館
蔵
北
魏
石
床

襄
陽

家
沖
南
朝
画
象

ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床

呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
面
）

安
陽
固
岸
東
魏
石
床

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床

上
記
十
九
例
の
内
、
１
｜
８
が
漢
代
の
遺
品
と
な
っ
て
お
り
、
９
以
下
、
本
図
を

含
む
十
二
図
が
六
朝
時
代
の
遺
品
に
該
当
し
て
い
る
。
本
図
は
、
上
掲
陽
明
本
孝

子
伝
本
文
に
お
け
る
ａ
、

〔
丁
蘭
〕
幼
失

母
、
年
至

十
五
、
思
慕
不

已
。
乃
剋

木
為

母
、
而
供

養
之

如

事

生
母

不

異

と
記
さ
れ
る
部
分
を
、
図
像
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
八
は
、
画
面
左
に
、
一
軒

図八 丁蘭図
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の
家
屋
が
描
か
れ
、
そ
の
屋
内
に
、
一
人
の
女
性
が
坐
し
て
い
る
（
右
向
き
）。

そ
れ
が
丁
蘭
の
作
っ
た
木
母
で
あ
る
。
母
の
右
の
屋
外
に
跪
く
一
人
の
男
性
が
丁

蘭
で
あ
る
（
左
向
き
）。
丁
蘭
は
、
右
手
の
袖
を
上
げ
る
の
に
対
し
、
母
は
、
両

袖
を
上
げ
て
お
り
、
両
者
は
、
恰
も
何
か
を
話
し
合
っ
て
い
る
風
情
で
あ
る
。
上

掲
の
十
九
例
の
郭
巨
図
の
内
、
比
較
的
近
時
に
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、

、

、

の
三
図
で
あ
る
が
、

を
紹
介
し
た
拙
稿
「
蔡
順
、
丁
蘭
、
韓
伯

図

｜
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
連
れ
の
出
現
｜
」（
関
西
大
学
『
国
文
学
』
101

所
収
）
三
章
に
お
い
て８

）

、

を
含
め
、

呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
面
）

図
十
二

安
陽
固
岸
東
魏
石
床

図
十
五
、
十
六
（
題
記
）

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床

図
十
七

と
し
て
掲
出
し
て
お
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
参
照
を
乞
い
た
い
。
特
に

安
陽
固

岸
東
魏
石
床
の
そ
れ
は
、

孝
子
丁
蘭

隣
人
往
礼

と
記
す
二
行
の
題
記
を
有
し
、
当
図
像
は
、
上
引
陽
明
本
孝
子
伝
９
丁
蘭
条
本
文

に
お
け
る
、
ｂ
以
下
の
隣
人
の
件
を
描
い
た
も
の
で
、
⑴
後
漢
武
氏
祠
画
象
石

（
武
梁
祠
）
の
題
記
に
、

隣
人
仮

物
、
報
乃
借
与

と
も
見
え
る
場
面
に
該
当
す
る
が
、
北
魏
時
代
の
丁
蘭
図
中
に
絶
え
て
そ
の
例
を

見
な
い
、
珍
し
い
図
像
で
あ
る
こ
と
に
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る９

）

。

三

図
九
は
、
本
石
床
右
側
板
左
の
董
永
図
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
本
図
の
基
づ

い
た
陽
明
本
孝
子
伝
２
董
永
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

楚

薫
）

人
董
永
至
孝
也
。
少
失

母
、
独
与

父
居
。
貧
窮
困
苦
、
傭
賃
供

養
其

父
。
常
以

鹿
車

載

父
、
自
随

着
陰
涼
樹
下
。
一
鋤
一
廻
、
顧

望
父
顔

色
。
供
養
蒸
々
、
夙
夜
不

懈
。
父
後
寿
終
、

銭
不

葬
送
。
乃
詣

主
人
、

買
）

自
売
為

奴
、
取

銭
十
千
。
葬
送
礼
已
畢
。
還

売
主
家
、
道
逢

一
女
人
。

求

為

永
妻
。
永
問

之
曰
、
何
所

能
為
。
女
答
曰
、
吾
一
日
能
織

絹
十

疋
。
於

是
、
共
到

売
主
家
。
十
日
便
得

織

絹
百
疋
。
用

之
自
贖
。々

畢
、

共
辞

主
人

去
。
女
出

門
語

永
曰
、
吾
是
天
神
之
女
。
感

子
至
孝
、
助

図九 董永図

一
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還

売
身
。
不

得

久
為

君
妻

也
。
便
穏
不

見
。
故
孝
経
曰
、
孝
悌
之
志
、

通

於
神
明
。
此
之
謂
也
。
賛
曰
、
董
永
至
孝
、
売

身
葬

父
。
事
畢

銭
、

天
神
妻

女
。
織

絹
還

売
、
不

得

久
処
。
至
孝
通

霊
、
信
哉
斯
語
也

董
永
図
も
漢
代
に
引
き
続
き
、
人
気
を
博
し
た
孝
子
伝
図
の
一
つ
で
あ
っ
て
目
下
、

管
見
に
入
っ
た
董
永
図
は
、
以
下
の
二
十
一
図
に
及
ぶ
。

⑴
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
（
武
梁
祠
）

⑵
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓

⑶
泰
安
大

口
後
漢
画
象
石
墓

⑷
中
岳
漢
三
闕
啓
母
西
闕

⑸
渠
県
蒲
家
湾
無
名
闕

⑹
楽
山
柿
子
湾
Ⅰ
区
１
号
墓

⑺
渠
県
蒲
家
湾
無
名
闕

⑻
江
蘇
徐
州
仏
山
画
象
石
墓

⑼
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室

C
.T
.L
o
o

旧
蔵
北
魏
石
床

ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床

西
歴
史
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶

楽
山
麻
浩
Ⅰ
区
１
号
墓

楽
山
麻
浩
Ⅱ
区
40
号
墓

楽
山
柿
子
湾
Ⅱ
区
22
号
墓

済
南
長
清
大
街
１
号
墓

臨

呉
白
荘
画
象
石

呉
氏
蔵

門
生
石
床

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床

華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）

上
記
⑴
｜

の
内
、
⑴
｜
⑻
、

｜

が
後
漢
、
⑼
｜

と

が
北
魏
、

が
唐
の
も
の
と
な
っ
て
い
る10

）

。
本
図
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
本
文
の
、

常
以

鹿
車

載

父
、
自
随

着
陰
涼
樹
下
。
一
鋤
一
廻
、
顧

望
父
顔
色
。

供
養
蒸
々
、
夙
夜
不

懈

と
あ
る
場
面
を
描
く
。
画
面
左
の
木
の
下
に
、
三
輪
車
に
坐
す
の
が
、
父
で
あ
る

（
右
向
き
）。
父
は
、
左
手
で
杖
を
突
く
。
そ
の
右
に
立
つ
の
が
、
董
永
で
あ
る

（
左
向
き
）。
董
永
が
右
手
に
鋤
を
握
り
、
両
脛
を
露
わ
と
す
る
の
は
、
彼
が
農

作
業
中
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
父
と
董
永
と
の
間
に
、
大
き
な
壷
が
見
え

る
の
は
、
父
の
糧
食
を
入
れ
た
も
の
だ
ろ
う
（

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏

石
床
の
董
永
図
に
も
壷
が
見
え
て
い
る
）。

最
後
に
近
時
、
管
見
に
入
っ
た
上
記
、

、

、

、

の
董
永
図
四
図
を
紹

介
し
て
お
く
。
図
十
は
、
四
川
楽
山
麻
浩
Ⅰ
区
１
号
墓
、
図
十
一
は
、
楽
山
柿
子

湾
Ⅱ
区
40
号
墓
の
董
黯
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る11

）

。
図
十
一
は
、
画
面
の
左
に
、

左
端
の
樹
の
下
で
鹿
車
（
独
輪
車
）
に
乗
る
父
（
右
向
き
）、
画
面
の
右
に
、
耕

作
す
る
董
永
を
描
く
（
左
向
き
）。
樹
の
枝
に
は
糧
食
の
容
器
が
掛
か
り
、
父
は
、

杖
、
董
永
は
、
左
手
に
鋤
を
握
っ
て
い
る
。
図
十
も
、
傷
ん
で
は
い
る
が
、
樹
、

鹿
車
、
父
の
形
が
残
り
、
図
十
一
と
同
じ
構
図
の
も
の
だ
ろ
う
。
図
十
二
は
、
臨

市
博
物
館
蔵
臨

呉
白
荘
後
漢
画
象
石
墓
、
前
室
東
過
梁
西
面
右
の
董
永
図
を

掲
げ
た
も
の
で
あ
る12

）

。
画
面
右
の
大
樹
の
下
に
（
枝
に
糧
食
の
容
器
が
掛
か
る
）、

鹿
車
に
乗
る
父
（
左
向
き
）、
画
面
左
に
、
耕
作
す
る
董
永
を
描
く
（
左
向
き
）。
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父
は
、
鳩
杖
を
両
手
に
持
っ
て
左
の
肩
に
掛
け
、
董
永
は
、
両
手
で
鋤
を
握
っ
て

父
の
方
を
振
り
返
っ
て
い
る
が
、
こ
の
動
作
こ
そ
陽
明
本
に
、「
一
鋤
一
廻
、
顧

望
父
顔
色

」（
船
橋
本
「
一
鋤
一
顧
、
見

父
顔
色

」
と
記
さ
れ
る
部
分
を
、
表

現
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
図
十
二
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
冠
を
被
っ
た

董
永
の
両
袖
や
父
の
両
袖
な
ど
が
宙
に
翻
る
こ
と
で
、
同
じ
よ
う
な
描
写
が
、

南
北
寨
後
漢
墓
中
室
の
列
士
図
に
見
え
る
。
図
十
三
は
、
陝
西
省
宝
鶏
市
の
華
厦

石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）、
左
側
板
左
に
描
か
れ
た
董
永
図
を
示
し
た

も
の
で
あ
る13

）

。
画
面
の
上
方
や
や
右
寄
り
に
、

董
永
看
父
助
時

と
い
う
題
記
が
記
さ
れ
る
（
助
は
、
鋤
の
宛
字
）。
こ
の
題
記
も
、
先
に
触
れ
た

陽
明
本
の
本
文
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
画
面
左
、
大
き
な
銀
杏
の
樹
の
下
で
、

図十 楽山麻浩Ⅰ区１号墓（董永)

図十一 楽山柿子湾Ⅱ区40号墓（董永)

図十二 臨 呉白荘後漢画象石墓（董永)
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独
座
に
坐
る
の
が
、
父
で
あ
る
（
右
向
き
）。
董
永
図
に
特
有
の
車
は
、
見
当
た

ら
な
い
。
画
面
右
、
左
手
に
握
っ
た
鋤
を
立
て
、
父
の
方
を
顧
る
の
が
、
董
永
で

あ
る
（
右
向
き
）。
二
人
の
間
に
は
、
例
の
壷
等
が
描
か
れ
て
い
る
。

漢
代
か
ら
六
朝
期
に
掛
け
て
の
董
永
の
物
語
を
め
ぐ
っ
て
は
、
種
々
の
議
論
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
孝
子
伝
本
文
研
究
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
例
え
ば
前
掲
の
陽
明

本
孝
子
伝
２
董
永
条
と
は
ま
た
、
別
の
董
永
物
語
を
仮
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
漢
代
以
降
の
孝
子
伝
図
資

料
に
散
見
す
る
、
董
永
と
そ
の
父
以
外
の
登
場

女
性
と
か
子
供
と
か

で

あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
今
般
紹
介
し
た
四
つ
の
董
永
図
に
は
、
そ
れ
ら
の
人

物
が
一
切
、
登
場
し
て
い
な
い
（

も
同
じ
）。
こ
の
こ
と
は
、
陽
明
本
孝
子
伝

２
董
永
条
が
、
六
朝
期
の
物
語
の
形
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
漢
代

へ
も
溯
る
、
証
左
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
陽
明
本
よ
り
古
い
、
孝
子
伝
等
の

文
献
資
料
は
、
管
見
に
入
ら
な
い
か
ら
で
あ
る14

）

。
肖
貴
田
氏
が
始
め
て
報
告
さ
れ

た
、

済
南
長
清
大
街
１
号
墓
の
董
永
図
な
ど
の
実
地
調
査
を
通
じ
、
そ
の
問
題

は
ま
た
、
機
会
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

〔
注
〕

１
）拙
稿
「
董
黯
図

㈡
｜
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
の
出
現
｜
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論

集
』
102
、
平
成
30
年
３
月
）

２
）図
一
は
、
呉
氏
提
供
の
写
真
に
拠
る
。

３
）図
三
は
、
呉
氏
提
供
の
写
真
（
図
版
一
｜
図
版
四
と
共
に
黎
明
舎
主
、
立
松
洋
行

氏
撮
影
）
に
拠
る
。
以
下
も
同
じ
。

４
）注

１
）前
掲
拙
稿
参
照
。

５
）

呉
氏
蔵
北
魏
石
床
の
郭
巨
図
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
呉
強
華
氏
蔵
新
出
北
魏
石

床
に
つ
い
て
｜
陽
明
本
孝
子
伝
の
引
用
｜
」（『
京
都
語
文
』
24
、
平
成
28
年
11
月
。

図十三 華厦石刻博物館蔵北魏石床（二面。董永)
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な
お
趙
超
、
呉
強
華
氏
『
永
遠
的
北
朝

深
圳
博
物
館
北
朝
石
刻
芸
術
展
』

文
物

出
版
社
、
二
〇
一
六
年

に
、
拙
稿
の
黄
分
分
氏
に
よ
る
中
国
語
訳
が
収
め
ら
れ

る
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

６
）拙
稿
「
郭
巨
図

｜
呉
強
華
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
」

（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
98
、
平
成
26
年
３
月
）

７
）拙
稿
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年

門
生
石
床
に
つ
い
て
｜

門
生
石
床
の
孝
子
伝

図
｜
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
101
、
平
成
29
年
３
月
）。
な
お
そ
の
後
、

北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
脚
部

に
描
か
れ
た
郭
巨
図
（
四
図
）
が
出
現
し
、
小
稿
等
に
お
け
る
①
｜
⑥
の
場
面
認

定
を
改
め
た
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
の
郭
巨
董
黯
石
脚
｜
呉
氏

蔵
郭
巨
石
脚
と
の
関
連
｜
」（『
京
都
語
文
』
26
、
平
成
30
年
11
月
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。
ま
た
、

の
墓
主
、

門
生
が
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
こ
と
は
、
拙
稿
「

門

生
覚
書
｜
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年

門
生
石
床
に
つ
い
て
｜
」（『
京
都
語
文
』
25
、

平
成
29
年
11
月
）
に
お
い
て
論
じ
た
（
そ
の
二
章
後
半
及
び
、
三
章
の
中
国
語
版

が
、「

門
生
粟
特
人
身
份
考
｜
以
薩
甫
為
中
心
」
と
し
て
、
中
国
社
会
科
学
院

文
学
研
究
所
『
多
維
視
野
下
的
中
日
文
学
研
究
』

社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一

八
年

117
｜
127
頁
に
収
載
、
公
刊
さ
れ
た
）。

８
）拙
稿
「
蔡
順
、
丁
蘭
、
韓
伯

図

｜
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
連
れ
の
一

面
の
出
現
｜
」（
関
西
大
学
『
国
文
学
』
101
、
平
成
29
年
３
月
）

９
）注

8
）前
掲
拙
稿
及
び
、
そ
の
注

28
）参
照
。

10
）

｜

は
、
唐
長
寿
氏
「
楽
山
崖
墓
画
像
中
的
孝
子
図
釈
読
」（『
長
江
文
明
』
５
、

二
〇
一
〇
年
６
月
）
に
よ
る
。

、

は
肖
貴
田
氏
「
漢
至
南
北
時
期
董
永
故
事

及
其
図
像
的

変
」（『
東
方
考
古
』
７
、
二
〇
一
二
年
12
月
）
に
よ
る
。
な
お

と

に
つ
い
て
は
、
注

７
）前
掲
拙
稿
図
版
七
ま
た
、
図
二
十
四
と
図
二
十
五
を

参
照
さ
れ
た
い
。

11
）図
十
は
、
二
〇
一
六
年
八
月
に
私
の
撮
影
し
た
写
真
、
図
十
一
は
、
唐
長
寿
氏
注

10
）前
掲
論
文
図
一
に
拠
る
。

12
）図
十
二
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
、
私
が
撮
影
し
た
写
真
に
拠
る
（
立
松
洋
行
氏
が

見
易
く
し
て
く
れ
た
）。
な
お
肖
貴
田
氏
注

10
）前
掲
論
文
及
び
、
そ
の
図
八
参

照
。

13
）図
十
三
は
、
華
厦
石
刻
博
物
館
提
供
の
写
真
に
拠
る
。

14
）こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注

7
）前
掲
拙
稿
五
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〔
付
記
〕小

稿
は
、
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
に
よ
る
北
朝
文
化
研
究
事
業
の
一
環
で
あ
り
、

呉
強
華
理
事
長
の
御
高
配
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

く
ろ
だ

あ
き
ら

日
本
文
学
科
）

二
〇
一
八
年
十
月
十
日
受
理

一
四

呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
Ｂ
に
つ
い
て
（
黒
田

彰
）




